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1．本研究の目的 

 文部科学省は「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」を提案

し、英語教育の改善・充実方策として、以下の英語教育改革の 5 つの提言

をしている（文部科学省 2014）。 

改革 1．国が示す教育目標・内容の改善 

改革 2．学校における指導と評価の改善 

改革 3．高等学校・大学の英語力の評価及び入学者選抜の改善 

改革 4．教科書・教材の充実 

改革 5．学校における指導体制の充実 

「改革 1．国が示す教育目標・内容の改善」では、小・中・高を通して、

1. 各学校段階の学びを円滑に接続させる、2.「英語を使って何ができるよ

うになるか」という観点から一貫した教育目標（4 技能に係る具体的な指

標の形式の目標を含む）を示す（具体的な学習到達目標は各学校が設定）

ことが挙げられている（文部科学省 2014）。そして、小学校では、中学年
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から外国語活動を開始し、音声に慣れ親しませながらコミュニケーション

の素地（そじ）を養うとともに、ことばへの関心を高めること、さらに、

高学年では身近なことについて基本的な表現によって「聞く」「話す」こ

となどに加え、「読む」「書く」の態度の育成を含めたコミュニケーション

能力の基礎を養うといった学習の系統性を持たせるため教科として行う

ことが求められる（文部科学省 2014）。 

これらのことを踏まえ、本研究では、(1)小学校英語教育の成果につい

て、英語学習に対する意識及び英語能力という 2 つの観点からどこまで成

果が上がっているかを調査する。また、(2)この結果を基にして、現在の

「外国語活動」の成果を確認し、あわせて限界や問題点を論じ、次の時代

の小学校英語教育のあり方を学習指導要領も含めて探りたい。 

 

2. 研究の背景 

2.1. 「小学校外国語活動」と「中学校英語教育」の評価規準 

 表１は、現在の学習指導要領における「小学校外国語活動」と「中学校

外国語科」の評価規準である。 

 小学校から中学校へ円滑に接続することが求められているが、「コミュ

ニケーションへの関心・意欲・態度」については小学校と中学校は同じ観

点・趣旨である。一方、小学校の「外国語への慣れ親しみ」に対して、中

学校の「外国語表現の能力」・「外国語理解の能力」、及び、小学校の「言

語や文化に対する気付き」に対して中学校の「言語文化についての知識・

理解」等の内容は異なっている。この様に、小学校外国語活動と中学校外

国語科（英語）が接続していないことが確認できる。 
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表 1：小学校外国語活動と中学校外国語科の評価の観点と趣旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2.文部科学省 (2013)「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」 

新しい小学校英語教育では、学習の開始学年をこれまで 5 年生であった

ものを、3 年生に引き下げることとなった。そして、3・4 年生では「活動

型」で週 1～2 コマ程度を、5・6 年生では「教科型」で週 3 コマ程度行う

ことになった。文部科学省は 2015 年度より全国の研究開発校で「グロー

バル化に対応した英語教育改革実施計画」に基づいた「教科型」の小学校

英語教育を実施することになっている。 

「目標・取り扱う内容・評価」についても改訂され、1.「英語を用いて

何ができるようになるか」という観点から目標を具体化し、小中高を通じ

て一貫した学習到達目標を設定する、 2.言語活動の内容（聞き取り、多

読、速読、 作文、発表、討論等）や量を増加、3.「英語を用いて～する

ことができる」という形式による目標設定（CAN-DO リスト）に対応す

＜小学校外国語活動＞

観点
コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度

外国語への慣れ親しみ 　
言語や文化に対する気付
き

趣旨

コミュニケーションに
関心をもち、積極的
にコミュニケーション
を図ろうとする。

活動で用いている外国
語を聞いたり話したりし
ながら、外国語の音声
や基本的な表現に慣
れ親しんでいる。

　

外国語を用いた体験的な
コミュニケーション活動を
通して、言葉の面白さや
豊かさ、多様なものの見
方や考え方があることな
どに気付いている。

＜中学校外国語＞

観点
コミュニケーションへ
の関心・意欲・態度

外国語表現の能力 外国語理解の能力
言語や文化についての知
識・理解

趣旨

コミュニケーションに
関心をもち、積極的
に言語活動を行い、
コミュニケーションを
図ろうとする。

外国語で話したり書い
たりして、自分の考え
などを表現している。

外国語を聞いたり読んだ
りして、話し手や書き手
の意向などを理解してい
る。

外国語の学習を通して、
言語やその運用について
の知識を身に付けている
とともに、その背景にある
文化を理解している。
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る形で 4 技能を評価、4.我が国や郷土の伝統や文化について 英語で伝え

るという視点も含める、としている（文部科学省 2013）。  

一方、2011 年度から小学校外国語活動が必修化されており、現在、「小

学校で英語に慣れ親しんだ」児童が中学校に進学しており、中学校では、

小学校での外国語活動や英語教育の経験を活かした教育が求められてい

る。そのために、中学校では、小学校の現状でどこまで教えられているの

かを把握することが必要である。また、これまでの外国語活動では「知識・

技能の蓄積」は求められていないが、次の教育課程では小・中・高等学校

と一貫した教育目標や内容が求められており、「英語の技能面」を抜きに

して考えることは出来ない。 

 

3. 意識及び英語運用能力調査 

3.1.調査について 

筆者らは、小学校外国語活動を経験した生徒の学習経験や彼らの英語運

用能力を把握するために以下の調査を行った。 

 調査はアンケート形式とテスト形式の両方で実施した。 

 (1) 調査協力者：小学校 1 年生から外国語活動を経験している A 県 I 市

立中学校 1 年生 279 名(学区内には小学校が 4 校ある） 

 (2) 調査時期：2014 年 4 月～5 月（ALT が参加した最初の授業で調査）  

 (3) 内容： 

 ① 質問紙：小学校外国語活動の学習内容、生徒の英語学習。 

 ② CAN-DO リスト：英語の基礎的運用能力を生徒が自己評価。 

 ③ テスト：ALT の英語の質問に対して書いて答える形式で調査。 

 ④ 聞き取り：入学時の生徒の様子について担当教師に聞き取りを行
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った。 

①質問紙では、以下の内容をアンケート形式（1～4）とテスト形式（5）

で尋ねた。 

1. 学校以外で英語を習っていましたか？ 

2. 小学校で外国語活動は楽しかったですか？ 

3.  CAN-DO リスト形式による 13 の自己評価項目。 

4. 小学校の外国語活動で楽しかった活動を 5 つ書いてください。 

5. 英語コミュニケーション能力試験 

 

3.2. CAN-DO リストによる自己評価 

「グローバル化に対応した英語教育改革実施計画」では、「英語を用い

て何ができるようになるか」という観点から目標を具体化し、小中高を通

じて一貫した学習到達目標を設定すること、及び、「英語を用いて～する

ことができる」という形式による目標設定（CAN-DO リスト）に対応す

る形で 4 技能を評価することと示されている（文部科学省 2013）。  

筆者らは、生徒達が調査に回答していく過程で自己評価ができ、次の学

習ステップを彼ら自身で把握できることから、以下の様な項目で

「CAN-DO リスト」を作成した。なお回答は 4 件法で行った。 

 (1) 先生や友達が、ゆっくりはっきりと英語を話してくれれば、その

内容がわかった。 

 (2) 英語の文字が発音されるのを聴いて、どの文字かわかった。 

 (3) 小学校のテキストや中学校の教科書等で、自分の知っている英語

の単語があった。 
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 (4) アルファベットの大文字がわかった。 

 (5) アルファベットの小文字がわかった。 

 (6)「インタビュー・ゲーム」等では、先生や友達に英語で自分の気

持ちを伝えることができた。 

 (7)「インタビュー・ゲーム」等では、友達とやり取りが英語できた。 

 (8) 授業の始まりや終わりの挨拶が英語でできた。 

 (9) 自己紹介（名前、年齢等）を英語ですることができた。 

 (10) 自分の好きなものや趣味、持ち物について、皆の前で英語で話す

ことができた。 

 (11) アルファベットの大文字・小文字を書くことができた。 

 (12) 先生の話す「英語の単語の各々のアルファベット文字、（例えば、

C（シー）・A（エイ）・T（ティ））等」を聞いて、その通り書く

ことができた。 

 (13) 英語を見て、書き写すことができた。 

 

 

3.3. 英語コミュニケーション能力試験について 

 生徒のコミュニケーション能力、及び、英語の文字学習を把握するため

に、以下のテストを実施した。 

コミュニケーション能力を測るために、全ての生徒一人一人と会話し評

価することは時間的に不可能であったため、ALT の質問を聞いて、生徒

自身が「自分のことを答える。」という形式にした。なお、「答えは英語で

なくてもカタカナでもいい」こととした。実施した問題は以下の通りであ

る。 
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 5. 先生の話す英語を聞いて、自分のことを答えよう。（英語でなくて

もカタカナでもいいです） 

①(教師の音声)  Hello. How are you? 

②(教師の音声) Do you like apples ?  

③(教師の音声) What color do you like?  

④(教師の音声、リコーダー等の一部を見せて) What’s this?        

⑤(教師の音声) Do you have notebooks ? 

⑥(教師の音声) Can you swim?  

⑦(教師の音声)  What time do you get up? 

 

小学校外国語活動では、文字の扱いについて「アルファベットなどの文

字の指導については、例えば、アルファベットの活字体の大文字及び小文

字に触れる段階にとどめるなど、中学校外国語科の指導とも連携させ、児

童に対して過度の負担を強いることなく指導する必要がある」「アルファ

ベットなどの文字指導は、外国語の音声に慣れ親しんだ段階で開始するよ

うに配慮する必要がある。」と示されている（文部科学省 2008：p.19）。

これらのことから、小学校外国語活動で「触れる段階」の文字指導と中学

校外国語科との連携で、アルファベットの「文字を書く」ことを、どれく

らい生徒ができるのかを調査した。実施した問題は以下の通りである。 

 

6. 先生の英語を聞いて、アルファベットの大文字を書いてみましょう。 

① (教師の音声) C   ② (教師の音声) J    ③ (教師の音声) Q    

④ (教師の音声) W    ⑤ (教師の音声) L        
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  7. 先生の英語を聞いて、アルファベットの小文字を書いてみましょう。 

 ① (教師の音声) f    ② (教師の音声) t    ③ (教師の音声) m  

  ④ (教師の音声) r     ⑤ (教師の音声) a 

 

「読むこと書くことについては、音声面を中心とした指導を補助する程

度の扱いとするよう配慮し、聞くこと及び話すことの関連を持たせた指導

をする必要がある」と示されている（文部科学省 2008：p.19）。そのため、

今回は、文部科学省で配布されている教材『Hi,friends!』に掲載されてい

る英語の文字から、生徒が外国語活動だけでなく、日常生活においても音

声で慣れ親しんでいると思われる語彙を 10 語選んで、「読むこと」につい

て調査した。「読むこと」の調査は一人一人語彙を発話させることが理想

であるが、時間的に困難であったので「読み方」をカタカナで表記するこ

ととした。実施した問題は以下の通りである。 

 8. この単語の読み方をカタカナで書きなさい。 

 ① TV    ② Hello   ③ ball    ④ green  ⑤ Bookstore  

   ⑥ Game ⑦ Police  ⑧ happy ⑨ TAXI  ⑩ POST 

 

 

3.4. 結果 

 調査結果を以下の様なグラフで表した。 
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1. 学校以外で英語を習っていましたか？ 

    

 

2. 小学校で外国語活動は楽しかったですか？ 

 

 

    

 

3. CAN-DO リスト自己評価について 

 (1)～(13)のグラフについては百分率(%)で表示してある。また、凡例は、

1.全くわからなかった、2.あまりわからなかった、3.わかった、4.よくわ

かった、0. 無回答、としている。 

小学校外国語活動について(%) 

1. 全くつまらなかった 

2. つまらなかった 

3. 楽しかった 

4. とても楽しかった     

1. あり  2. なし 

学校外英語学習（人）
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(3)小学校のテキストや中

学校の教科書等で、自分

の知っている英語の単

語があった。 

(4)アルファベットの大

文字がわかった。 
(5)アルファベットの小

文字がわかった。 

3(1) 先生や友達が、ゆっくりはっき

りと英語を話してくれれば、そ

の内容がわかった。 

(2) 英語の文字が発音されるの

を聴いて、どの文字かわかっ

た。 
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(6)「インタビュー・ゲーム」等では、先

生や友達に英語で自分の気持ちを

伝えることができた。 

(7)「インタビュー・ゲーム」等では、

友達とやり取りが英語できた。 

(8)授業の始まりや終わり

の挨拶が英語でできた。 
(9)自己紹介（名前、年齢等）

を英語ですることができた。
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(10)自分の好きなものや趣味、

持ち物について、皆の前で

英語で話すことができた。

(11) アルファベットの大文

字・小文字を書くことが

できた。 

(12)先生の話す「英語の単語の各々の

アルファベット文字、（例えば、

C（シー）・A（エー）・T（ティ））

等」を聞いて、その通り書くこと

ができた。 

(13)英語を見て、書き写すことがで

きた。 
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4. 小学校で、外国語活動で楽しかった活動を 5 つ書いてください。（複数

回答可） 

 

 

 ① 歌やチャンツ    

 ② ALT の先生の話を聞く 

 ③ 〈1〉Hi,friends! のテキストで、「聞いて線で結ぶ」「聞いて数字を書く」

等の活動  

 ③ 〈2〉カード（カルタ）取りゲームやおはじきゲーム 

 ④ インタビュー・ゲーム（好きなもの、誕生日、できること、行きたい国

等について） 

 ⑤ 自己紹介や自分の一日を紹介する 

 ⑥ アルファベットの文字を読む活動  

 ⑦ 英語の単語を読む活動 （例 apple, dog, English 等） 

 ⑧ アルファベットを書く活動 

 ⑨ 英語の文字を書く活動  

 ⑩ 英語劇 

 ⑪ その他（具体的に） 

小学校外国語活動で楽しかったこと(%) 
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4. 英語コミュニケーション能力試験について 

 5.の英語コミュニケーション能力試験について、採点基準を次のように

設定して採点した。以下の表 2 は採点結果、及びそれらをグラフにしたも

のである。 

 

5: コミュニケーションを図る内容について、英語でほぼ書けている。 

4: コミュニケーションを図る内容について、英語とカタカナで書け

ている。 

3: コミュニケーションを図る内容について、カタカナで書けている。 

2: カタカナで、答えている。  

1: 無回答。誤答。  

0: 答え方の方法が違っている。 

           

表 2：5 の回答の採点結果 

 5(1) 5(2) 5(3) 5(4) 5(5) 5(6) 5(7) 

平均点 3.23 3.36 3.24 3.11 2.71 2.85 2.33 

標準偏差 1.18 1.48 1.40 1.31 1.66 1.68 1.48 
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＜採点例＞ 

文部科学省は「発音と綴りとの関係については、中学校学習指導要領に

より中学校段階で扱うものとされており、小学校段階では取り扱うことと

はしていない（文部科学省 2008：p.19）。したがって、本調査でも「コミ

ュニケーションを図ることができたか？」を重視したため、綴りがわから

ない場合でも「音声」をカタカナ表記によって正しく答えていた場合には

「正解」とすることにした。生徒には「英語がわからない場合は、カタカ

ナで書いてもいい」ことを記した。図 1 は「ペンギン」がカタカナ表記に

なっているケースである。また、図 2 は、⑦「It’s six o’clock.」は、正し

く綴っているが、「⑦(教師の音声)  What time do you get up?」に対する

答え方としては、起きる時間を答えていることは理解できるが、答え方が

不十分である。そのため「4」の評価とした。 

図１：生徒の回答(1) 
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   図 2：生徒の回答(2) 

    

 

 

7. 先生の英語を聞いて、アルファベットの小文字を書いてみましょう。 

 7(1) 7(2) 7(3) 7(4) 7(5) 

正解 f t m r a 

正解率 90.0 96.1 84.9 87.8 90.7 

 

8. この単語の読み方をカタカナで書きなさい。 

 8(1) 8(2) 8(3) 8(4) 8(5) 8(6) 8(7) 8(8) 8(9) 8(10)

問題 TV Hello ball green
Book- 
store Game Police happy TAXI POST

正解率 75.6 88.2 59.9 74.9 72.0 61.6 65.6 79.6 71.7 84.2 
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5. 結果とその考察 

 調査結果の中で、(1)「協力者の中学 1 年生のうち約半数が学校外で英

語を学習している」ことから、教育熱心な家庭が多い地域であると思われ

る。また、(2) 小学校外国語活動については 8 割を超える生徒が「とても

楽しかった」「楽しかった」と回答している。このことから、I 市の小学校

外国語活動は順調に進められていると考えられる。さらに、(3) 生徒によ

る自己評価では、「わかった」「よくわかった」「できた」「よくできた」と

いう生徒が「全くわからなかった」「あまりわからなかった」「できなかっ

た」「あまりできなかった」と思っている生徒よりもはるかに多かった。

とりわけ、文字を読んだり書いたりする活動では、自己評価が高い傾向が

ある。一方、自己表現活動である「(10)自分の好きなものや趣味、持ち物

について、皆の前で 英語で話すことができた。」では、自信のない生徒も

見られた。これはある程度予想できた結果である。「英語で会話をするこ

と」と「英語でスピーチすること」は異なり、英語に限らず日本語であっ

ても「人前で話す」ことが苦手な場合もある。 

「(6)「インタビュー・ゲーム」等では、先生や友達に英語で自分の気

持ちを伝えることができた。」「(7)「インタビュー・ゲーム」等では、友

達とやり取りが英語できた。」等、コミュニケーションを図る活動におい

ても、「あまりできなかった」という生徒の割合が 2 割程度いることがわ

かった。これまでの外国語活動の授業ではインプットが中心で、教師主導

の活動が多かったのではないかと予想される。 

文部科学省の「CAN-DO リスト形式の目標案」では、例えば小学校高

学年では「話すこと」の「発表」では、「自分の考えや気持ち、事実など

を、聞き手を意識しながら初歩的な英語で伝えることができる。」「与えら

れたテーマについて初歩的な英語で簡単なスピーチをすることができ
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る。」また、「やりとり」では、「聞いたことに相づちをうったり、感想を

言ったりできる。」と示されている（文部科学省 2014）。 

新しい小学校英語教育では、外国語活動で行ってきた簡単な日常生活の

挨拶等、英語に慣れ親しむ活動にとどまらず、児童に自分の発話に自信を

持たせ、相手に自分の気持ちを伝えることができるような表現活動を行う

ことが必要であろう。 

文字については、大文字、小文字の両方（特に大文字）は大多数の生徒

が書くことができていた。これは小学校 3 年生で学習する「ローマ字学習

の効果」と考えられる。さらに、単語（綴り字）の読み」についても、お

おむね良好である。しかし、文字と音声が一致していないもの (ball) や

二重母音を含むもの (Game) での正答率が低かった。 

新しい小学校英語教育では「読むこと、書くことも含めた英語の運用能

力を育成すること」が目標として掲げられている（文部科学省 2013）。し

たがって、「小学校の学習者」を対象にした小学生の発達段階を活かした

「読むこと書くこと等の文字指導のあり方」の研究が急がれる。また特に、

文字指導については、小中連携の取り組みの中から授業内容を組み立てる

ことが望ましい。この調査で協力者にお願いした中学 1 年生は、2011 年

度から小学校外国語活動が必修化された時に小学校 5 年生であり、2 年間

小学校で英語を学習してきた最初の中学校 1 年生ということになる。小学

校外国語活動では「聞くこと」「話すこと」といった音声言語を中心にす

るとされ、中学校ではそのことを踏まえて、文字指導についてはすべて最

初から扱っている。しかし、今回の調査の中で「5. ALT の英語の質問に

対する答えを書かせる問題」では、英語のみを書いて解答した生徒が 3 割

程度あった。これについて教科担任は「英語の質問に対して、英語を書い

て答えようとしている生徒が一定の割合でいたことが驚きであった」とし、
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中学校入学時の生徒の英語力を正確に把握し、授業を構成していく必要が

あると実感していた。このようなことを考慮すると、中学校では、入学し

てくる生徒たちが小学校でどのような外国語活動を経験してきたかにつ

いて、それぞれの校区内の小学校と十分に連携を取るなどの配慮が必要に

なる。またさらに、将来、小学校で「教科」としての外国語(英語)が実施

される際にも、これまで以上に小学校と中学校の連携が重要になると考え

られる。 
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